
(2024(令和6)年3月31日現在）

(単位：円)

科目 金額 科目 金額

4,183,380,016 997,626,040

372,501,631 213,474,977
40,083,124 リース債務 4,353,037

938,023,494 未払金 181,751,435
553,060 未払通算税効果額等 27,172,643

材料 215,658,542 未払法人税等 68,476,291
107,731,868 未払費用 110,021,499

1,863,200 契約負債 28,262,478
6,524,617 預り金 26,131,317

2,500,280,747 賞与引当金 325,303,563
159,733 役員賞与引当金 12,678,800

748,958,985 1,068,773,868

( 49,646,401 ) リース債務 3,380,223
5,353,086 退職給付引当金 1,056,473,645

58,036 8,920,000
37,785,959

リース資産 6,449,320 2,066,399,908

無形固定資産 ( 44,062,760 )
ソフトウェア 42,572,820
リース資産 583,340 2,865,939,093
電話加入権 906,600

50,000,000
投資その他の資産 ( 655,249,824 ) 利益剰余金 2,815,939,093
出資金 460,000 利益準備金 12,500,000
繰延税金資産 513,186,814 2,803,439,093
その他 141,603,010 1,483,000,000

1,320,439,093

2,865,939,093

4,932,339,001 4,932,339,001

純資産合計

資産合計 負債及び純資産合計

(純資産の部)

株主資本

資本金

その他利益剰余金
別途積立金
繰越利益剰余金

有形固定資産
建物
機械装置 役員退職慰労引当金
工具器具備品

負債合計

短期貸付金
仮払金

固定資産 固定負債

受取手形
売掛金
商製品

仕掛品
前払費用
未収入金

貸   借   対   照   表

(資産の部) (負債の部)

流動資産 流動負債

現金及び預金 買掛金



 

個 別 注 記 表 

自 2023(令和 5)年 4月 1日 

至 2024(令和 6)年 3月 31日 

１．重要な会計方針に係る事項に関する注記 

(1) 棚卸資産の評価基準および評価方法 

製品、原材料は移動平均法による原価法、仕掛品は個別法による原価法によっています。 

（原価法は、収益性の低下による簿価切下げの方法によっています。） 

(2) 固定資産の減価償却の方法 

①有形固定資産(リース資産を除く) 

定額法によっています。 

②無形固定資産(リース資産を除く) 

定額法によっています。 

なお、自社利用のソフトウェアについて、社内における利用可能期間(５年)に基づく定額

法によっています。 

③リース資産 

所有権移転外ファイナンス・リース取引に係るリース資産については、リース期間を耐用

年数とし、残存価額をゼロとする定額法によっています。 

(3) 引当金の計上基準 

①貸倒引当金 

債権の貸倒れによる損失に備えるため、一般債権については貸倒実績率により、貸倒懸念 

債権等特定の債権については個別に回収可能性を検討し、回収不能見込額を計上していま

す。 

②賞与引当金 

従業員の賞与支給に充てるため、支給見込額のうち当期の負担額を計上しています。 

③役員賞与引当金 

役員の賞与支給に充てるため、支給見込額のうち当期の負担額を計上しています。 

④退職給付引当金 

従業員の退職給付に備えるため、期末における退職給付債務に基づき計上しています。 

⑤役員退職慰労引当金 

役員の退職慰労金の支出に備えるため、内規に基づく当期末要支給額を計上しています。 

(4) 収益及び費用の計上基準 

顧客との契約において識別された履行義務に基づき、約束した財又はサービスの支配が顧

客に移転した時点で、当該財又はサービスと交換に受け取ると見込まれる金額で収益を認識

することとしています。 

(5) グループ通算制度の適用 

株式会社島津製作所を通算親法人とするグループ通算制度を適用しています。 

 

２．当期純利益金額 340,349,415円 

 

 


